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チャンス発見

イノベーション市場

データ市場

KeyGraph

Living beyond Data（2020）



スナックコーナー

酒コーナー

あのスルメ、
そそるけど…高
いよなぁ

チャンス発見
(2000-)とは

Books on チャンス発見



KeyGraph® を適用し専門性の異なるマーケッターが会議
臼井・大澤：組織内合意形成のためのチャンス発見 : 生地メーカーにおける触視覚補完型KeyGraphの効果, ファジィ学会論文誌, Vol.15 No.3, pp.275-285 
(2003) 

KeyGraph (Ohsawa, Benson, Yachida 1996)だが 本バージョンのKeyGraphはLinuxで、松尾豊君が作製（当時D2でJST大澤研研究員,現東京大学教授）

プロセスは「データを作る」とこ
ろから



売れ筋（１）： ビジ
ネスウェア等に使う
「きれい目」生地

人気のスーツ

売れ筋（２）： 若さを感じ
させる「着古し系」生地

「若く爽やかに変身したい」
「仕事帰りには着替えたい」
→コーデュロイの新ジャケット

１３位 （/ ８００商品）のヒット

データは「機械の学習→『予測』『検出』」だけでなく
「人の覚醒→『創造』『行動』」に使う



人１）新しい関心

・考えたシナリオの言語化
・視線のデータ化
･シナリオコミュニケーション

,

行動

行動とその評価

・メタ認知から
価値の感知
（洞察）

メタ認知による評価・会話

＄￥

主体データ１

環境データ

コンピュータの
螺旋

主体データ２

環境（顧客、社会情勢）
との相互作用

人（意思決定者）の螺旋

＄￥

意思決定
（シナリオ選択） 環境マップ

認知マップ

認知マップ

主体データ２

コンピュータ３）
次のサイクルへ

認知マップ

メタ認知による評価・会話

Ohsawa, Y. and Nara, Y., Understanding Internet Users on Double Helical Model of Chance-
Discovery Process, New Generation Computing 21(2), pp.109-122 (2003)

チャンス発見： データの対象世界を照らして歩くのを核とするシナリオ生成過程



17年前のあるメディアのAI観

本質は変わっていないのですが、
「期待」には羽があって足が無く、
どこまでも飛んでゆきます・・・

「AIが示せるのはせいぜいヒント止まり、ということはビジネ
スマンとしてまた人間として、喜ぶべきことといえるだろう」
（2003年、AERA編集長 久保田裕氏「人工知能でチャンス発見」 AERA 2003.4.7, p.63-64 より）

内閣府Webページより



Step1) データジャケットをシェア：
記載・公開可能な範囲でデータ概要（変数集合、
データ概要、期待するユースケース）を記載

データジャケット： 素人でも「期待」から入るデータ市場
Innovators Marketplace on Data Jackets (IMDJ)
Ohsawa, Y., Liu, C., Suda, Y., and Kido, H., Innovators Marketplace on Data Jackets for Externalizing the Value of Data via Stakeholders’
Requirement Communication AAAI 2014 Spr. Sym. on “Big data becomes personal: Knowledge into Meaning, Stanford (2014)

過去の気象
日々の気温や湿度等
生活に関係する情報
@場所
@日時
@気温
@湿度
・・・

ID-POS
個人の生活に
おける購買内容

個人別購買）
@顧客ID番号
@年齢・性別
@購入品目
@日時

DJ(b)

DJ(a)

DJの実例
<DJ1758:自転車利用可能道路>

概要

ある時刻における、年齢、性別、車種などに合わせた適
切な自転車ルートを提示するナビ。東京五輪開催時に混
雑が予想される地域において、自転車用レーンが設置さ
れている区画、もしくは車道・歩道が十分に広く、自転
車が安全で快適に走行できることがわかった区画のマッ
ピングデータ。年齢、車種など多様な条件で自転車で区
内を走り回って収集した。 国土交通省から自転車レー
ン設置区画のデータをもらう。 自転車利用者からの情
報提供。

変数
丁, 区, 安全な区画の連続性, 年齢, 性別, 時刻, 歩道の広
さ, 自転車の種類, 車線形態, 車道の広さ, 運動経験

共有ポリシー With anyone.

データタイプ Text, Table

データフォー
マット

PDF

データジャケット（DJ）: メタデータの一種だが、主観を含めてひとつの
データに対し複数のDJを与え、仮想的なマイニングストーリーを創造す
ることによってデータの利用価値まで評価する点が特徴

(Ohsawa et al, Data Jackets for Synthesizing Values in the Market of Data,
Procedia Computer Science 22, 709-716 (2013)）



・・・

・・・

データ利用方法の
提案者

提案：「気象から
健康予測するた
め、DJ(a), DJ(b), 
DJ(c)のデータを
使っては？」

ディープナレッジの
潜在ユーザ（例：医師）

Step ２～３） IMDJにおける「繋ぐ」「見る」「話す」
データと分析ツールの利用/結合方法の検討と評価、選択

要求(価値評価の指針)：

「健康変化に影響する要
因を知りたい（期待する
ディープナレッジ）」

スーパーの
POS（B社所有）

気象履歴
（A社所有）

生活

ID-POS
個人の生活に
おける購買内容

個人別購買）
@顧客ID番号
@年齢・性別
@購入品目
@日時 DJ(b)

健康診断結果
平常の生活者の
血液検査等の結果
@年月・日時

@CHE
@AST
@g-GTP ・・・
・・・ DJ(c)

過去の気象
日々の気温や湿度等
生活に関係する情報
@場所
@日時
@気温
@湿度
・・・ DJ(a)

病院にある
（筈の）データ

コーヒー販売
各種のコーヒーが各店
舗で購買された売上
@日時
@モカ売上
@キリマン売上
・・・
・・・ DJ(n)

購買

日時



健康診断結果
@年月・日時

@CHE
@AST
@g-GTP
・・・
・・・

相関ルール分析

@購入品目
@状況（日時、場所な
ど）の基数

機械学習による
予測、計画
・・・ ・・・
@・・・
@・・・
@・・・
・・・

・・・
・・・ ・・・
@・・・
@・・・
@・・・
・・・

POSと通信
@顧客ID番号
@年齢・性別
@住所
@購入品目
@日時
@メッセージ内容

Data(A)

Tool(y)

Data (C)

Tool(x)

Data(B)

IMDJ

DJ結合

利用者
→考案者：

要求と評価

考案者→
利用者：

データ結合・
利用の方法を
提案（例：提
案1, 2）

過去の気象
@場所
@日時
@気温
@湿度
・・・ TJ(y)DJ(C) TJ(x)DJ(A)

Proposed plan: Combine data behind DJ(A), DJ(B), and 

DJ(C) to learn rules such as

(1) temperature(t) > 25c → consumption_beer(t) > 1L 

(2) consumption_beer(t) > 0.7L -> fat(t) > a -> g-GTP b.

DJ(B)

データ市場：意味レイヤーの階層構造

データ提供・送信

社会的要求（「健康変化の要
因を知りたい」）

データ収集

計画・報酬の提示

による信頼の提供

実現手法（分析計画・実施
条件・コストなど）の提示

HowWhy

真の要求：生活に健康要因が
ある疑い

↑Why

利用（事業）者
考案者(Data 
scientists etc)

データ提供者

データの真の権利者(controler)

プラットフォーマ



街灯設置データを地図にマッピングし、
最明経路を表示(早矢仕・池上ら)

DJ(b)区役所等へIMDJ結果を示
し入手した街灯設置データ（非
公開データが提供された）

DJ(a) Google map

利用者の声

• 後楽園へ抜ける近道が常々
暗いと思っていた

• マップを見て明るい道を探
し新しい行き方を発見した

• 飲み会の帰りに安全なルー
トを確認できる

• 近道だと思って通った道が
意外と暗くて怖かった

IMDJ事例A: 街灯データとGoogle
mapの結合(Data(a)+Data(b))



事例B：ユナイテッドスーパーマーケット（USM）様の例
要：データリテラシー＋ＡＩリテラシー＋会話リテラシー

要求 R: 急な売れ行き変化の理由が知りたい
ソリューション（回答案 ）S: 変化のタイミングを把握し、外部情報と
合わせて検討・説明
Data for realizing S: {DJ567: 購買履歴データ, D(T)J5: Tangled String}



変化を検出？予測？それとも説明？

• 検出:  時刻 tc の前後で、学習された前提条件（パラメータ、構造など）fが大
きく変化したかどうかで検出可能 | q (t < tc) - q (t > tc) |>c. 

技術分野: センシング（これも広義）、統計、機械学習、・・・

• 予測: f(tp +Dt)を、 tp以前のデータから学習したdf(t)/dt から求めるなど
（d2/dt 2や離散的規則を用いる場合も含めた広い意味で）.

技術分野: センシング、統計、機械学習、・・・

• 説明: f(tc)の変化点の候補を求めた上でf(tc +Dt)- f(tc)の原因に接続。

技術分野: （上記に加え）データ可視化、モデル科学、データ連携



ドローン

Item 1 Item  2 Item  3 item 4 Item 5

クエリー(t1) クエリー(t2) クエリー(t3)

変化の 検出 vs 説明

コンテキスト 1

trend 1 interest 2

culture 1 trend 3

コンテキスト2

trigger 1

スマホ＆
ドローン

ドローン

スコープ スマホ

調査ビジネス観測技術

スマホで
ドローン画像を

調査に利用

超小型
センサセット

スマホ

見えないもの
を見たい

どう掘ってゆくか？



(c) TSにおける赤ノードが実際の株価上昇の直前
を検知する効果

(b) TSでの赤・緑の時点に現れた銘柄を日経平
均の変動に併せたもの

Ohsawa, Hayashi, Yoshino, https://arxiv.org/abs/1901.09469

Pill entrance

Pill exit

要求 R: 市場（全体と個別商品）変化の原因（商品等？）が知りたい
ソリューション（回答案 ）S: 変化のタイミングを把握し、外部情報と合
わせて検討
Data for realizing S: {DJ567: 購買履歴データ, D(T)J5: Tangled String}

事例B マーケター、証券アナリストとのコラボ（変化を説明し、「売り時」をつかむ）

(a) Tangled String (TS)でタイムスケール
（考慮する変化の遅さ）を5週間に設定し
た東証銘柄株のシーケンス

予兆・変化の説明



事例C 要求「お客様の行動が変化するのは何故？きっかけを知りたい」

0

50

100

150

2013/8/14 2014/3/2 2014/9/18 2015/4/6 2015/10/23 2016/5/10 2016/11/26 2017/6/14

Google Trend 「シチュー」の結果

Aug 16Aug 17 Aug 21 Aug 20

シチュー用調味料
（by マーケター）

Graph-Based Entropy for Detecting Explanatory Signs of Changes in Market, 

GBE = -SC p(C) log p(C)
※ Cはクラスタ

KeyGraphの構造とリンクしたGraph based Entropyの変化を捉える 新しいAI：データ連結による

「変化の説明」

ユナイテッド・スーパー
マーケット・ホールディ
ングス 株 様との共同研究
①



事例D「地震の予兆を発見し背景を説明したい」

早矢仕, 大澤, “Data Jacket Store: データ利活用知識構造
化と検索システム, 人工知能, Vol.31, No.5, 2016



RESI = -SC p(C) log p(C) – log p(S)の変化で活性化をアラート
※ Cはクラスタ, Sは当該地域。先のGBEと比較してみてください

予兆・変化の説明



年間の地震放
出エネルギー

得られた
予兆アラーム

Ohsawa, Y., Regional Seismic Information Entropy for Detecting 
Earthquake Activation Precursors, Entropy 2018, 20(11), 861

震央分布についての
クラスタ構造変化

予兆・変化の説明



東京新聞2020.12.11

東京新聞2020.12.13

内閣官房2020.12.26



ウィルス感染拡大の制約
付きSFNモデル

大澤研究室の方法：地域・企業に民産官学の組織を構成
し、データジャケット（大澤2013）データ利活用戦略を立案し
実行

実績：ウィズコロナ生活の「解」を生成

第一波(すべてのグラ
フが重なっている)

感染対策なし

感
染
者
数

週

自粛を徐々
に解除

緊急事態からの戻し方（元はw10で、39週目まで自粛w1）
Ptrn1：常に接触率w0（対策無し）
Ptrn2：上昇中（第39週）に元に戻してしまう場合
Ptrn3：43週からw0に戻す場合
Ptrn4：43週から友達1,友達2,知人,その他の順でw0に↓
Ptrn5：さらに友達1との接触はw0に戻す前に一度中間値に

何故「緊急事態」後に大波？
波が終わった後で、ネットワーク
構造の急変があると感染対策なし
の場合よりも爆発的増加

（大澤：PLOS ONE
https://journals.plos.org/plo
sone/article?id=10.1371/jour
nal.pone.0242766 ）

どこに集まると危ない？（NHK、フジTV等で周知）

※遠距離移動やワクチン接種戦略
も内閣官房HPなどから発信

https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0242766


pattern

Data

Resource for actions

We
You

They

Cyber !？

Society 5.0 (?)

Physical ！?



Data

ExperienceResource for actions

We You
They

Let’s not conclude
Question: AIはどこに？

He

nebular

nebular

「実業の現場」

AI開発者、
設計者

AI操作者、ユーザ

AIユーザ

サイバーか？
フィジカルか？
「心の現場」

Domain experts

Use 
expert

Use expert

Use expert
めざすなら

3点セットでSoc 5+iへ

DX Triple =
Dual Experience

× Data Exchange
× Digital transformation

小数点はつけない imaginary

テーゼもご覧ください（https://ai-forum.fronteo.com/）

https://ai-forum.fronteo.com/

